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５.２ 三方原用水二期地区 

（三方原用水二期農業水利事業所） 
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5.2.1 設計業務打合せの開催状況 

（1）第 1回設計業務打合せ 

○日時：令和 3年 1月 27 日 13：30～14：45 

○場所：Web 会議方式 

○参加者： 

【外部技術者】 

株式会社 熊谷組 土木事業本部 トンネル技術部 畔高部長 

株式会社 奥村組 投資開発事業本部 大阪水道ＰＦＩ推進グループ 安井部長 

【関東農政局 土地改良技術事務所】 

鹿野 指導官、金子 指導官、飛澤 係員 

【関東農政局 三方原用水二期農業水利事業所】 

原田 調査設計課長、新井 設計係長 

 

 

 

     

 

第 1 回設計業務打合せ開催状況① 

 

第 1 回設計業務打合せ開催状況② 
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（2）第 2回設計業務打合せ 

○日時：令和 3年 2月 22 日 13：30～14：45 

○場所：Web 会議方式 

○参加者： 

【外部技術者】 

株式会社 熊谷組 土木事業本部 トンネル技術部 畔高部長 

株式会社 奥村組 投資開発事業本部 大阪水道ＰＦＩ推進グループ 安井部長 

【関東農政局 土地改良技術事務所】 

鹿野 指導官、金子 指導官、飛澤 係員 

【関東農政局 三方原用水二期農業水利事業所】 

原田 調査設計課長、新井 設計係長 

 

 

 

     

 

第 2 回設計業務打合せ開催状況① 

 

 

第 2 回設計業務打合せ開催状況② 
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５.２.２ 第 1回設計業務打合せ 
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５.２.２.１ 議事録 
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５.２.２.２ 検討結果の整理 
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５.２.２.３ 打合せ資料 
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外
部

技
術

者
か

ら
の

助
言

及
び

対
応

方
針

一
覧

（
三

方
原

用
水

二
期

地
区

：
現

地
調

査
）

 
 １

．
施

工
計

画
及

び
仮

設
計

画
に

係
る

留
意

点
 

 

施
設

名
 

項
目
 

助
言

内
容
 

実
施

設
計

に
お

け
る

対
応

方
針

 

仮
廻

水
路
 

共
通
 

導
水

幹
線

水
路

の
仮

廻
水

路
の

計
画
に

つ
い

て
「
開

削
工
法

」
と

「
推

進

工
法
」

を
組

合
せ

る
の

が
妥
当

だ
と
思

わ
れ

る
。
あ

と
は
ど

の
区
間

で
ど

の
工

法
を

採
用

す
る

の
か

が
課

題
。
 

将
来

的
な

補
修
も
考

慮
し

、
仮

廻
し
は

分
水

工
間

を
基

本
と

し
、
各

分
水

工
間

で
想

定
さ
れ
る

路
線

に
つ

い
て
借

地
可

能
な

区
間

を
再

確
認
し

、
開

削
工

法
と

推
進
工
法

の
可

能
延

長
を
整

理
し

ま
し

た
。

そ
れ

を
も
と

に
路

線
選

定
根

拠
を
整
理

し
ま

し
た

。
（
資

料
P
4
～
3
0
）
 

工
法

検
討

す
る

際
は
、

現
地
の

制
約
条

件
や

経
済

性
を

十
分

考
慮
す

る
こ

と
。
 

借
地

の
可

否
、
宅
地

近
接

等
の

現
場
条

件
を

考
慮

し
、

短
区

間
の
開

削
工

区
間

に
つ

い
て
、
推

進
工

と
経

済
比
較

を
行

い
、

経
済

的
な

工
法
を

採
用

し
ま

し
た

。（
添
付

図
面

P
3,
P
5
）
 

仮
廻

水
路

の
縦

断
図

が
必

要
。

縦
断
図

に
は

立
坑

位
置

や
地

質
デ
ー

タ
、

補
修

範
囲

も
併

せ
て

示
す

方
が

よ
い
。
既

設
の

水
路

に
蓋
が

あ
る
範

囲
が

分
か

る
図

も
必

要
。
 

縦
断

図
を

作
成
し
ま

し
た

。
立

坑
位
置

や
地

質
デ

ー
タ

を
入

れ
ま
し

た
。

蓋
も

記
載

し
ま
し
た

。
縦

断
図

は
既
設

水
路

か
ら

外
れ

る
区

間
も
あ

る
の

で
、

補
修

範
囲
は
平

面
図

に
記

載
し
ま

し
た

。（
添
付

図
面

P
2～

1
2）

 

平
面

図
に

立
坑

の
位

置
や

開
削

す
る

位
置

を
示

す
と

よ
い

。
併

せ
て

、

周
辺

状
況

の
写

真
を

添
付

す
れ

ば
周

辺
状

況
の

イ
メ

ー
ジ

が
つ

か
み

や

す
い
。

ま
た

、
工

法
選

定
の
際

は
、

実
際

に
用

地
を

借
用
す

る
こ
と

が
可

能
で

あ
る

か
、

明
確

に
し

て
お

く
こ
と

が
重

要
。
 

平
面

図
に

路
線
、
立

坑
位

置
大

き
さ
を

入
れ

ま
し

た
。

主
要

な
ポ
イ

ン
ト

の
写

真
を

添
付
し
ま

し
た

。
開

削
工
区

間
に

は
借

地
範

囲
を

ハ
ッ
チ

ン
グ

で
示

し
ま

し
た
。（

添
付

図
面

P
1～

1
1）

 

推
進

工
法
 

推
進

工
法

を
採

用
す

る
場

合
、

細
切

れ
に

区
間

設
定

を
す
る

の
で
は

無
く

一
定

の
纏

ま
り

の
あ

る
区

間
設

定
と

し
た

方
が

結
果

的
に

経
済

的
に

な

る
と

思
料

。
 

開
削

工
と

推
進
工
が

想
定

さ
れ

る
IP
.
1
5～

1
7、

I
P.
2
4～

I
P
.
2
7
に

つ
い

て
経

済
比

較
を
行
い

ま
し

た
。
結

果
は

I
P.
1
5～

1
7
は

推
進

工
、
I
P
.
24
～

I
P
.
2
7
は

開
削
工
が

経
済

的
と

な
り
、
そ
れ

を
採

用
し

ま
し

た
。（

添
付

図

面
P
3
,P
5
）
 

開
削

工
法
 

開
削

工
法

を
選

定
す

る
場

合
は

重
機

の
作

業
ス

ペ
ー

ス
や

工
事

車
両

の

駐
車

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
に

留
意

す
る
こ

と
。
 

工
事

用
道

路
、
資
材

置
場

、
埋

戻
し
土

仮
置

、
農

地
の

場
合

は
表
土

仮
置

き
を

確
保

し
た
施
工

横
断

図
を

作
成
し

、
平

面
図

に
も

借
地

範
囲
を

ハ
ッ

チ
ン

グ
で

示
し
ま
し

た
。
（
添
付

図
面

P
1
,P
5
,
P1
3
）
 

5.2-17



土
留

め
の

要
否

や
掘

削
機

械
の

検
討
に

つ
い

て
検

討
す

る
た

め
、

代
表

的

な
い

位
置

で
よ

い
の

で
、
施
工

時
の
重

機
等

の
配

置
や

必
要

な
掘
削

深
が

分
か

る
よ

う
な

横
断

方
向

の
施

工
状
況

図
が

必
要

。
 

 
同

上
（

添
付
図
面

P1
,
P
5,
P
1
3
）
 

仮
廻

水
路
 

開
削

工
法
 

鋼
矢

板
の

打
設

に
つ

い
て
、
補

助
工
法

と
し

て
先

行
削

孔
を

併
用
す

る
方

法
を

想
定

し
て

い
る

よ
う

だ
が

、
既

設
構

造
物

と
鋼

矢
板
の

離
隔
を

検
討

す
る

際
は
、

鋼
矢

板
打

設
補
助

工
法
の

削
孔

径
と

近
接

す
る

既
設
構

造
物

と
の

必
要

な
離

隔
を

予
め

検
討

し
、

鋼
矢

板
等

の
土

留
位
置

を
施
工

可
能

な
位

置
に

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。
 

鋼
矢

板
の

施
工
方
法

は
硬

質
地

盤
ク
リ

ア
工

法
（

農
水

の
積

算
基
準

で
は

ア
ー

ス
オ

ー
ガ
併
用

圧
入

工
）

と
し
て

い
ま

す
。

こ
の

場
合

の
削
孔

径
は

3
3
0
ｍ
ｍ

で
、
削
孔

径
外

面
と
既

設
水
路

の
離

れ
を

50
0
ｍ
ｍ

以
上
と

し
て

路
線

位
置

を
決
め
ま

し
た

。
 

覆
工

板
の

上
に

重
機

を
載

せ
て

工
事
を

行
う

場
合
、

耐
荷
重

の
検
討

等
が

予
め

必
要

。
 

中
流

部
は

水
理
計
算

の
結

果
、
１

ラ
ン

ク
ア

ッ
プ

の
1
2
0
0ｍ

ｍ
と
な

っ
た

こ
と

も
あ

り
、
水
路

上
や

管
理

道
の
み

で
は

開
削

工
事

で
は

極
め
て

困
難

で
あ

り
、

不
採
用
と

し
ま

し
た

。
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